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J-M.Leclair: Tambourin en ut majeur 
(Violon Sonate Op.5-10, 4e mouvt.)

Jörg Widmann: 24 Duos für Violine und Violoncello Heft 2
 Nr.8 ‘Valse bavaroise’ / Nr.11 ‘Toccatina all’inglese’

J.S.Bach: Aus Das wohltemperierte Clavier 1 Teil,
 Nr.15 G-Dur BWV860 Präludium

Francisco Coll: Rizoma

Ravel: Sonate pour violon et violoncelle

J.S.Bach: Excerpt from Zweistimmige Inventionen
BWV772-786

PatKop: Ghiribizzi

Ligeti: Hommage à Hilding Rosenberg
für Violine und Violoncello

Xenakis: Dhipli Zyia pour violon et violoncelle

C.P.E.Bach: Presto für Clavier c-Moll Wq114-3

Kodály: Duo für Violine und Violoncello Op.7

ホールでウルスレアサを相手にそれぞれが日本初となるリサ

イタルを開催しています。

　コパチンスカヤの、いま生まれ出てきたかのような自由さ、

瑞々しさ溢れる音楽にすっかり魅了された私は、すっかり彼女

と意気投合し、以来TOPPANホールで彼女にしかできない

パフォーマンスを披露してもらってきました。中でも親友ウルス

レアサが2012年に若くして急逝し、「リサイタルはもう出来な

い」と言っていた彼女に無伴奏でのリサイタルをうながし、実現

させたのはとても印象的な出来事として記憶に残っています。

　そんな縁もあり、いまや世界のトップ・アーティストになった

いまでも、彼女との関係は不変。そんなコパチンスカヤから

の提案が、近年は欧米での活躍がめざましく、日本になかなか

足が向くことがなかったソル・ガベッタを伴い、久方ぶりの

デュオ・プログラムをやろうというもの。

　一見、まるで性格の異なる2人ですが、音楽への挑戦意欲や

天性の明るさ、前向きさ等、たしかに共通する要素もいくつも

あります。対照的な側面と相通じる面が絶妙に交錯する感じ

が、お互いをより深く結びつけているのかもしれません。通常

のヴァイオリンとチェロのデュオでは、想像するべくもない自

由で奔放な音楽が、いままさに生まれ出たかのように湧き上がっ

てくるライヴ感こそが彼らのデュオの最大の特徴、魅力です。

　毎回視点を変えてTOPPANホールのステージを賑わす才人、

コパチンスカヤが今秋放つ新たな一矢にご期待ください。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　いまや「弦のTOPPAN！」を象徴する個性的なアーティスト、

パトリツィア・コパチンスカヤ。前回2024年12月のカメラータ・

ベルンを率いての鮮烈なパフォーマンスはいまも語り草になって

います。そんなコパチンスカヤが初めてTOPPANホールに足

を踏み入れたのは、いまを遡ること約20年前の2006年11月、

ソル・ガベッタとのデュオが最初でした。翌07年7月には2人の

盟友ガベッタ、ウルスレアサと連れ立って再度来日、TOPPAN
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